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本日の出席率７１.１１％：会員数４７名・出席２５名・欠席１３名・出席規定免除会員７名・ビジター０名

前々回の修正出席率８８.８８％：出席２５名・メークアップ５名・出席規定免除会員出席５名

　先週、 例会に出席できず大変申

し訳なく思っています。

　メークアップをＥクラブで済ませま

した。 ご存知のようにＥクラブはイ

ンターネット上で例会を開催する

新しい形のロータリークラブで、 ２

４時間どこからでも参加できる利便

性があります。 現在１１のクラブが

あるようですが、 私は２３日夜、 HYOUGO ロータリーＥクラブの

第２１４回例会に参加してみました。 点鐘の映像で始まる例会で

すが　情報の量とスピードはさすがで、 サンディエゴで開催され

た国際協議会でマーク ・ マローニー RI 会長エレクトが次年度 RI

テーマとそのロゴを発表している画像が出ていました。

「ROTARY　CONNECT 　THE WORD」 「ロータリーは世界をつ

なぐ」 そのテーマにおいてはＥクラブの機能は有用だと思いま

す。
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”アットホーム” 中央で良かった！

崎元 英伸会長・野村 和義副会長・芥川 圭一郎幹事
昔は、 共通一次試験、 今では、 センター試験も終わり、

只今は、 高校の入学試験が真っただ中の今日この頃です。

皆様は、 いかがお過ごしでしょうか？

さて、 本日は、 崎山会員の会員卓話となっております。 崎山

会員、 よろしくお願いいたします。

崎山 信幸君
大事な時期に貴重な卓話の時間を頂き、 誠にありがとうござ

います。 最後までのお付き合いをよろしくお願いいたします。

１．来信
　　　■国際ロータリー

　        ・国際協議会報告

　　　　　　2019-2020　ＲＩ会長テーマは

　　　　　　「ROTARY CONNECTS THE WORLD」

　　　　　　「ロータリーは世界をつなぐ」

　　　■国際ロータリー日本事務局

　　　　　 ・２月のロータリーレートのお知らせ　　１ドル＝110 円

　　　■ガバナーエレクト事務所

　       　・２０１９～２０年度 「会長エレクト研修セミナー （ＰＥＴＳ）」

　　　　　　及び 「次期クラブ幹事研修セミナー」 の案内

　　　　　　　日時　３月１７日 （日） １３：３０～

　　　　　　　場所　Ｌ＆Ｌホテルセンリュウ

　　　　　 ・ 米山奨学生 世話クラブ ・ カウンセラー依頼について

　　　■平戸ロータリークラブ ・ 佐世保東南ロータリークラブ

　　　　　 ・ インターシティ･ミーティング開催のご案内

　　　　日時　４月６日 （土）　１４：３０受付開始　１５：００より会議

　　　　場所　江迎文化会館　

　　　　　　　　親睦会 ・ サンパーク吉井     １８：００より

　　　　登録費 ・ ６， ０００円

本日の合計　　　　   5,000 円

本年度の累計　　　  545,000 円



第1334回　平成31年1月31日号　P2 .

　本日は貴重な例会の時間に私の卓話を企画して頂きまして、

誠に有難うございます。

　佐世保市の最新情報を幾つかお話していきますが、 限られた

時間ですので最後までのお付き合いを宜しくお願い致します。

　まずは、 市内小・中学校全教室冷房設備の設置が決定をい

たしました。 この件は私自身、 平成２９年６月議会において強く

問いかけた 「本市、 小・中学校全教室冷房設備の設置問題」

について、 平成３０年８月に設置方針を決定いたしました。 平成

３１年度内に、 全小・中学校の設置事業を完了する予定です。

尚、 設置順番等については、 これから検討を重ねて決定されま

すので、 ご理解を宜しくお願い致します。

　IR の件ですが、 佐世保市は県と一体になって誘致活動を頑

張っています。 しかしながら、 全国で三か所と決められています

ので、 これから誘致活動が激しくなっていくことは必至です。 交

流人口を増やし経済効果に繋げていくことは、 これからの人口

減少社会においては不可欠です。 最後まで、 しっかりと誘致活

動をしなければなりません。 ご理解宜しくお願い致します。

　佐世保市もそうですが、 これからの地方においての人口減少・

人口流失問題は深刻になっていきます。 ２０数年後、 佐世保市

も２０万人を割るかもしれません。 長崎県全体でも現在１３３万人

の人口が２０数年後１００万人を割る状況になります。 就労人口

が激減をします。 日本のように高度成長をした国が、 急激に人

口減少が起こった国はないとのこと。 誰も経験したことがない時

代が来るとのこと。 どのような対処があるのか、 しっかりした対策

は残念ながら現在、 見出していません。 人口減少をなんとか遅

らせる事しか出来ません。 企業にとっても就労人口が減少すれ

ば、 企業の存続に係っていきます。 たとえば、 外国人就労者

等を視野にいれていくこともありでしょう。 私も、 色々なことを視

野に入れながら皆様に情報提供をしていきたいと考えています

ので、 今後とも宜しくお願い申し上げまして終わります。 最後ま

でのご清聴誠に有難うございます。

会員卓話
崎山　信幸 会員　

ＳＡＡ： 宮﨑 正典君

次回例会／２月７日　１２:３０～
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